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○ 認証経営体数（民間認証：GLOBALG.A.P. ASIAGAP JGAP）  

東京大会を契機としたＧＡＰ推進の目標・施策と進捗状況  

○ 平成30年度中に、各県内のＧＡＰ指導体制における
指導員数を全国で1,000人以上育成・確保 

○ 平成31年度末までに平成29年4月末時点（約4,500経
営体）の３倍以上の認証取得 

○ 都道府県等のＧＡＰは、オリパラ調達基準を満たす
農林水産省ガイドライン準拠に統一 

○切れ目のない認証取得支援と指導体制整備支援を措置 

 ・ 民間認証の取得を支援（国直接事業） 

           （28補正、29補正） 

 ・ 都道府県ＧＡＰの策定、確認体制整備を支援                

           （国直接事業）（29当初） 

 ・ 都道府県による指導体制の整備と認証取得補助の 
取組を支援       （交付金事業）（30当初予算） 

○ ＧＡＰの価値を周知する取組を実施 

・ 価値を共有する流通業者等を結集し、オールジャパ
ンでの協力体制の構築に向けたパートナー会を本省・
各地方ブロックで開催 

・ オリ・パラ関連企画と連動した消費者に対する認知
度向上活動の実施（7月：埼玉県、8月：千葉県） 

・ 農林水産省ｗｅｂサイトにおいて都道府県ごとの
GAP認証取得数等の進捗状況を定期的に公表（9月14日
公開） 

主な施策 

進捗状況 

29年4月末 30年6月末 

4,521 4,832 

目標 
（31年度末） 

13,500 

出典：ASIAGAP、JGAPは日本GAP協会HPより 
 GLOBALG.A.P.は（一社）GAP普及推進機構HPより 

目標 

○ 都道府県ＧＡＰの整備（H30.8末現在） 

 ・「農林水産省ガイドライン準拠」＋「確認体制整備」 
 →25都府県で整備済み（うち16県で農業者の取組確認がスタート） 

 （東北）岩手 秋田 山形 福島 

 （関東）茨城 栃木 群馬 埼玉 千葉 東京 山梨 静岡 

 （北陸）石川 

 （東海）岐阜 愛知 三重 

 （近畿）京都 和歌山 

 （中国・四国）島根 徳島 愛媛 

 （九州）福岡 熊本 宮崎 鹿児島 

 

30年８月末 

約10,600 

＜取組確認経営体数＞ 

出典：都府県聞き取り 

○ 指導体制の整備 

 
29年6月1日 30年3月末 

290人 788人 

目標 
（30年度末） 

1,000 

出典：都道府県聞き取り 
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畜産におけるＧＡＰの推進状況 

・平成29年3月31日にJGAP家畜・畜産物の基準書を公表（団体認証の基準書についても12月25日に公表）。 
・審査認証機関の認定、審査員の養成等認証体制を構築し、平成29年8月21日に農場の認証を開始。 
・平成29年8月31日にＧＡＰ認証取得の準備段階の取組であるＧＡＰ取得チャレンジシステムを運用開始。 

＜ＧＡＰ認証取得等状況＞ （H30.8.29時点） 

畜産における農業生産工程管理（Good  Agricultural  Practice)とは 

要件 要件への適合を示す方法 要件を満たした上で推奨される事項 

①食材の安全 
②環境保全 
③労働安全 
④アニマルウェルフェア 

・JGAP、GLOBALG.A.P.認証 
または 
・GAP取得チャレンジシステムによる確認 

・有機畜産により生産 
・農場ＨＡＣＣＰの下で生産 
・エコフィードを用いて生産 
・放牧畜産実践農場で生産 
・障がい者が主体的に携わって生産 

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会持続可能性に配慮した調達コード 
持続可能性に配慮した畜産物の調達基準（概要） 

（参考） 

農業生産活動の持続性を確保するため、 

①食品安全・家畜衛生・環境保全・労働安全・アニマルウェルフェアに関する法令等を遵守する

ための点検項目を定め、②これらの実施、記録、点検、評価を繰り返しつつ生産工程の管理や改

善を行う取組のこと。 

JGAP家畜・畜産物：35経営体（乳用牛3,肉用牛10,養豚19,採卵鶏3）、GAP取得ﾁｬﾚﾝｼﾞｼｽﾃﾑ：14経営体※（乳用牛2,肉用牛3,養豚4,採卵鶏4,肉用鶏1）、         
GLOBALG.A.P.：1経営体（大学1） ※JGAP家畜・畜産物を取得した15経営体を除いた数値 

畜産におけるGAPの取組について  
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○ 埼玉県イベント） 
 日時：平成30年7月21日(土)～22日(日) 
 場所：イオンレイクタウン（越谷市） 
   ※ 両日で2000名以上GAPブースに来訪 

○ 千葉県イベント 
 日時：平成30年8月25日(土)～26日(日) 
 場所：イオンモール幕張新都心（千葉市） 
   ※ 両日で2000名以上GAPブースに来訪 

（活動概要） 
・GAPクイズ実施による県内産GAP認証取得農産物 
 のプレゼント 
・パネル展示によるGAPや県内の取組の紹介 

オリパラ連動GAPイベントの取組 （Tokyo 2020 2 years to go） 

 県や大規模小売店と連携したＧＡＰイベントの開催や、都内にある各県アンテナショップを活用したＧＡＰ認証取
得農産物の販売など、消費者へのＧＡＰのＰＲを実施。 

 
○期間 
 ８月下旬～９月下旬 

○開催アンテナショップ 
 宮城県、福島県、三重県、滋賀県、島根県、熊本県 

○活動概要 
 ・各県産GAP認証取得農産物の販売フェア実施 
 ・併設するレストランでのGAP取得農産物を食材 
  としたGAPメニューフェア実施 
 ・食材を通じたGAPの取組紹介 

GAPアンテナショップの取組 

GAPクイズの実施 

消費者へのPRを通じたGAPの理解度向上への取組  

GAP認証取得の農産物のプレゼント 

開催権紹介チラシの配布 GAP農産物の販売やレストラン提供 

GAPの紹介 

３ 



・ 各都道府県におけるＧＡＰ認証の取組状況や、ＧＡＰに取組んで生産された農産物に触れていただけるような
関連イベントの情報などを掲載。 
・ 各地におけるＧＡＰに関する積極的な取組を紹介することで、一般消費者の皆様にもＧＡＰへの関心を持って
いただき、農業者の取組を後押し。 

GAPに関する情報発信の強化 （ＧＡＰ－ｉｎｆｏ（ギャップ－インフォ）開設） 
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＜2020東京オリ・パラ大会に向けた課題＞ 
2020 東京オリ・パラ大会に向け 

実際の調達にいかに結びつけるか？！ 

オリ・パラ提供 
ケータリング事業者 

中間事業者 
ケータリング事業者の 
系列・関係業者などで、 

実際の調達をおこなう事業者 

ＧＡＰ認証取得 
産地・農業者 

ＧＡＰ農産物を調達するための情報が必要 
５ 



● 国内の産地における供給可能な 
 食材名、量、認証の種類などの 
 詳細な情報を収集 

● 国産ＧＡＰ農産物の積極的な 
  調達のため、産地名等の情報を 
  飲食提供の場において発信 

実際の調達に結びつけるために 

内閣官房オリ・パラ事務局とともに 
東京2020組織委員会と連携し 
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＜事業の内容＞  ＜事業の イ メ ー ジ＞  
１．GAP拡大推進加速化事業 862（601）百万円  （１）農産GAP拡大推進加速化 671（410）百万円   
  ① ＧＡＰ取組・認証拡大推進交付金 581（360）百万円 
  ○ 地域の実情に応じて国際水準ＧＡＰの取組や認証拡大が加速的に進展す 
   るよう、都道府県の取組を交付金により機動的に支援します。  
  ② 民間団体等への補助事業 64（49）百万円 
   ア ＧＡＰ関連運動推進 
   ○ 農作業安全や農薬危害防止運動等と連動し、食品安全、環境保全、労働 
    安全等のＧＡＰの取組内容の理解度向上に向けた取組を支援します。  
   イ ＧＡＰ導入影響分析 
   ○ ＧＡＰ認証取得後の農業経営における影響変化について定量的に調査・分 
    析を行い、ＧＡＰ実践のメリットを整理する取組を支援します。  
   ウ 日本発ＧＡＰの国際化推進 
   ○ 日本発ＧＡＰ認証（ASIAGAP）の利用拡大及び輸出促進のため、海外 
    実需等に対する研修等の取組を支援します。  
  ③ ＧＡＰ共通基盤ガイドライン改訂 25（ー）百万円 
  ○ ガイドラインを国際水準へ改訂するため、必要な分野に関する情報、既存の  
   国際水準ＧＡＰの規格を踏まえた取組事項の調査・整理を実施します。   
（２）畜産ＧＡＰ拡大推進加速化 191（191）百万円 
  ○ 日本版畜産GAPの取組や認証拡大が加速的に進展するよう、普及・推進体  
   制等の強化や、「GAP取得チャレンジシステム」の取組を支援します。  
２．日・アセアン連携によるＧＡＰ認知度向上推進 27（14）百万円 
  ○ 日本発ＧＡＰ認証のアジアにおける認知度向上のため、アセアン各国との情 
   報交換や必要な調査等を行う調整員をアセアン事務局に派遣します。  
（関連事業） 
  農業経営確立支援事業 642（673）百万円の内数 
  ○ 農業大学校等における国際水準GAPに関する新たな教育カリキュラムの作 
   成・実施の取組を支援します。   

 
 
 
 
 
                  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＧＡＰ拡大の推進 
 

【平成31年度予算概算要求額 889（614）百万円】 

［お問い合わせ先］ 
  
 

＜対策のポイント＞ 
 我が国農畜産業競争力の強化を図る観点から、国際水準ＧＡＰの取組及び認証取得の拡大を図るために必要な取組を総合的に支援します。 
＜政策目標＞ 
 ○ 平成29年４月時点の３倍以上のＧＡＰ認証を取得する［平成31年度まで］ 
 ○ ＧＡＰ共通基盤ガイドラインを国際水準に改訂［平成32年度まで］ 
 ○ 日本発ＧＡＰ認証（ASIAGAP）をアジアで主流の仕組み（デファクトスタンダード）とする 
 ○ 日本版畜産GAP取得経営体数の増加及び国産畜産物に対する評価の向上 

 

生産局農業環境対策課 
生産局畜産振興課 
経営局就農・女性課 

（03-6744-7188） 
（03-6744-2276） 
（03-6744-2160） 

１(１)及び２の事業 
１(２)の事業  
(関連事業) 

定額 

民間団体等 
補
助 

○ ＧＡＰ理解度向上に向けた、全国及び地方ブロック研修会の開催。 
○ ＧＡＰ実践のメリットについて、現地調査や経営分析を通じた取りまとめ。 
○ ＡＳＩＡＧＡＰの利用拡大のため、海外実需者を対象とした研修等の実施。 

定額 

国 アセアン事務局 拠出金 

農
業
者
等 

交
付
金 

都道府県、民間団体等 

ＧＡＰ認証取得の支援 

ＧＡＰ
指導 

定額 

定額 

費用助成 
補
助 

定額 
国 民間団体等 委託 

農産ＧＡＰ指導員等の育成・充実、
ＧＡＰ指導活動の推進 

畜産ＧＡＰ指導員等の育成・充実、
「チャレンジシステム」の普及推進 

農産 

畜産 

国 

国 

１(１) ①都道府県へのGAP交付金、(2) 民間団体等への畜産GAP補助事業 

    １(１) ② 民間団体等への補助事業 

１(１) ③ 民間団体等への委託事業 

2 国からの拠出金 
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